
マーチィ’s ROOM

　個人が都市を変えるアクションを起こす時、何から始めればよいのか。都市
にインパクトを与え変化が定着するには何が必要なのか。本書は、小さなアク
ションが拡散し、制度を変え、手法として普及し、社会に定着するアプローチ
を解説。アメリカと日本の都市の現実に介入し、アップデートしてきた「戦術」
を解読、実装しよう。
　本書はタクティカル・アーバニズムについてその考え方は国内外の様々な事
例について記載されています。昨年「ぐんまま“まちづくり”ビジョン　シンポジ
ウム」にてご講演いただいた東京大学大学院工学系研究科の村山顕人准教授がご
執筆された記事もあります。
　官民連携まちづくりや都市計画に関わる方は是非ご一読ください。

まちづくりライブラリーからおすすめの一冊　県都市計画課で貸し出しできます！
「タクティカル・アーバニズム :�小さなアクションから都市を大きく変える｣　出版社：学芸出版社

マーチィに訊け！

群馬県庁インターンシップを終えて

「３分でわかる所属紹介動画」の制作について

� 信州大学　乘附　理緒

　私は８月28日から５日間、群馬県庁の県土整備部都市計画課でインターンシップをさせていただきました。イン
ターンシップでは、都市計画課の様々な業務を実際に体験することができ、充実した５日間となりました。
　具体的には、市町村との打ち合わせに実際に参加させていただいたり、景観の規制・まちづくりの様子・交通量調
査のシミュレーション・ヘリポートの管理など様々な業務を学び、携わらせていただきました。インターンシップ前
には、都市計画課について漠然と土地や道路の開発・整備をしているなど一部の業務のイメージしか持っていません
でした。ですが、少子高齢化が進む中、より住みやすいコンパクトシティ形成のため、幅広く活動していることを学
び、業務の理解を深めることができました。また、実際に勤務している方の生の声を聞き、活き活きと活躍されてい
る姿を見させていただいたことで、県庁職員として働くやりがいを実感することができました。私の地元でもある群
馬県を支える県庁職員としての仕事はとても魅力的で、県庁職員への思いが強まりました。
　都市計画課の皆様、この度は貴重な体験をさせていただき、誠にありがとうございました。この経験を励みにして、
今後の就職活動に活かしていきたいと思います。

　群馬県では、県庁職員の動画制作スキルの向上を目的に、県政情報の発信
の一環として「３分でわかる所属紹介動画」を制作し、群馬県公式YouTube
チャンネル「tsulunos」で公開しております。
　都市計画課の業務は、一般県民にはわかりづらい分野であることから、そ
れを３分でまとめるのは至難の業であり、動画制作には大変苦慮しました。
　試行錯誤の上、８月末にようやく公開することができました。（結局３分で
まとめきらず、予定時間を超過してしまったことは大きな反省点です。）
　動画として公開することで、少しでも理解につながれば本望です。
　なお、都市計画課だけではなく、県庁内全ての部署において動画制作を

行っているため、部署毎の特色がでている面白い動画がいくつもあります。
　お時間あるときに、是非ご覧ください。

マーチィの掲示板

出展：群馬県公式YouTubeチャンネル　tsulunos　より
　　　３分でわかる都市計画課

今号のおすすめ
ライブラリーはこちら！

動画サムネイル：３分でわかる都市計画課


